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１．はじめに 

 大気圧プラズマと生体との相互作用を用い

た応用が精力的に研究されているが 1,2、我々

は皮膚とプラズマとの作用に着目して、大気圧

プラズマ照射による薬剤の経皮吸収性向上の

検討を試みた 3．経皮吸収は薬剤を体内に投与

する手法であるが皮膚の角質層が外界からの

物質に対するバリア機能を持っているため，角

質層が経皮吸収性に大きく関わってくる． 

２．実験方法 

 図１に実験概要を示す．ピッグスキン

（Yucatan Micropig skin, 日本チャールス・リバ

ー）から角質層と表皮層を取り出したスキンサ

ンプルに大気圧プラズマを１分間および５分

間照射したものを FTIR-ATR 法を用いて測定

を行った．また大気圧プラズマ照射の影響を比

較するために，皮膚のバリア性評価の代表的な

試験であるテープストリッピングテストを行

ったスキンサンプルも FT-IR-ATR 法を用いて

比較測定した．テープストリッピングの回数は

10，20回とした． 

３．実験結果および考察 

 大気圧プラズマ照射した皮膚サンプルのス

ペクトルを図２に示す．テープストリッピング

を行うと，角質層が剥がれ，皮膚のバリア性が

低下することが知られている 4．二つの実験結

果より、大気圧プラズマ照射による皮膚バリア

機能の低下と薬剤浸透性向上が示唆された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ スキンサンプルへのプラズマ照射 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ スキンサンプルのスペクトル 
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